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概  要 

 

人間の嗅覚に相当する匂いセンシングシステムは，認識過程を担う脳情報処理

の実現を伴う困難さゆえに未だ開発途上であるが，非侵襲的医療診断やロボッ

ト等，様々な応用展開が期待できる。本手法は，システム同定手法を応用した

センサ応答モデルのパラメータ推定に基づく新たな特徴抽出を基軸とした新

たな匂い認識システムを提案する。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来のセンサ素子材料開発を主軸とした開発手法とは異なり，システム同定手

法を応用し，ガスセンサ応答のモデリングとパラメータ推定に基づく新たな特

徴抽出によって，信号処理によるセンサ素子の基本特性の改善（改変）を含む

高感度と高選択性を実現する匂い認識システムの構築を可能とする。 

本技術の 

有用性 

システム同定手法に基づき，センサ出力から単なる振幅情報のみならず，その

応答モデルのパラメータ推定による多次元化された情報の抽出を可能にする。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

 

 

 

 

 
ガスセンサアレイによってガス種に対して一意な特徴ベクトルを生成し、逐次的に匂い識別を行った結果、振幅情報のみではガス種の分

離が難しくなるが、システムパラメータの推定に基づく場合は良好な結果を与える。 

適用可能製品 
・匂い識別装置 

・匂い検知・識別をトリガとする異常検知・診断システム 
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図１ ガスセンサアレイの振幅情報のみによるガス

種判別（PCA） 

図２ ガスセンサ応答のモデルパラメータ推定に

基づくガス種判別（PCA） 


